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在、京都府立亀岡高等学校及び、京都府立南丹高等学校、京都府立園部高等学校、京都
府立須知高等学校、京都府立綾部高等学校、京都府立海洋高等学校、京都府立洛水高校、
京都学園高校との間で、各校の授業・行事計画に沿った継続的な連携事業になっていま
す。さらに2018年度には京都府立田辺高等学校と「高大接続プログラム」が始まり、
2019年度には京都市立京都工学院高等学校と日本電産株式会社との3者による「高大産
接続プログラム」が開始します。シームレスな学びの実践が主題となる「接続」という
新しいかたちの連携事業では、本学と地域社会という学内外の「協働」に加えて、学内
部局間の「協働」が不可欠な要素となります。こうした地域社会のニーズの変化に本学
が応えていく上で、教職員のみなさまには、益々のご理解・ご協力をお願いすることに
なります。この場を借りて改めてお願い申し上げます。 
一方、研究支援業務に目を向けると、京都先端科学大学への進化に加え、分野横断的
に連携し、学術研究の社会実装を行う総合研究所や、ナガモリアクチュエーター研究所
の本格的な始動に伴い、研究・連携支援センターの役割も大きくなります。こうした学
内外のニーズも念頭に、研究・連携支援センター一同、みなさまの研究支援にも尽力し
て参ります。今後とも宜しくお願い申し上げます。 
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